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日
本
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と

い
う
社
会
現
象
が
起
き
て
い
る
。
そ

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の

が
地
方
で
あ
る
。
な
ぜ
日
本
は
、
首

都
お
よ
び
首
都
圏
に
集
中
し
て
し
ま

う
の
か
。

自
分
も
そ
の
中
に
い
る
が
、
自
然

に
恵
ま
れ
な
い
人
工
都
市
で
仕
事
し

て
、
本
当
に
効
率
的
な
の
か
と
い
う

疑
問
を
も
つ
。
暮
ら
し
て
幸
せ
に
な

る
、
住
み
た
く
な
る
魅
力
的
な
街
づ

く
り
が
、
地
方
で
出
来
な
い
か
と
思

う
。西

河
技
術
経
営
塾
の
修
了
生
の
中

に
、
地
方
創
生
に
取
組
ん
で
い
る
経

営
者
が
い
る
。

５
期
生
の
小
坂
建
設
社
長
の
小
坂

哲
平
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
生
産
性
の
低
下
が
、
地
方
都
市

の
景
気
低
迷
の
原
因
な
ら
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
か
、
生
産
年
齢
人
口

を
増
加
さ
せ
れ
ば
良
い
と
考
え
た
。

地
方
創
生
と
い
う
と
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
構
築
と
な
る
が
、
人
口
減
で
は

難
し
い
。
そ
の
地
方
都
市
で
既
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
企
業
の
生

産
性
を
高
め
る
。
足
り
な
い
部
分
を

補
い
、
付
加
価
値
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
す
る
。

引
退
後
の
シ
ニ
ア
が
で
き
る
仕
事

も
多
い
。
シ
ニ
ア
雇
用
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
近
く

の
ス
キ
ー
場
、
夏
と
冬
の
営
業
で
の

収
益
性
は
高
い
が
、
一
年
を
通
し
て

考
え
る
と
変
動
が
大
き
い
。
ス
キ
ー

場
周
辺
の
宿
泊
機
能
を
補
い
つ
つ
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い

う
施
設
を
整
備
し
、
付
加
価
値
を
高

め
、
そ
の
施
設
名
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

住
み
た
く
な
る
街
づ
く
り
に
は
、

生
産
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

ＯＰＩＮＩＯＮＳ
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構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
小
坂
は
い

う
。６

期
生
の
ワ
ン
ズ
デ
ィ
ー
社
長
の

石
井
唯
行
は
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る

千
葉
県
館
山
市
周
辺
の
南
房
総
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
新
規
事
業

に
取
組
む
。

「
南
房
総
に
若
者
を
呼
び
戻
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
疎
化
が
進
む
南

房
総
地
域
に
新
た
な
雇
用
の
場
を
作

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の

移
住
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
作
り
、
地
方
の

所
得
向
上
を
実
現
す
る
。

地
方
で
人
を
作
り
、
そ
の
人
が
仕

事
を
作
り
、
街
を
作
る
と
い
う
流
れ

を
起
こ
し
て
い
く
。
使
わ
れ
て
い
な

い
土
地
や
建
物
な
ど
を
利
活
用
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
集
ま
っ
た
社

員
と
地
域
の
仲
間
、
協
力
者
は
、
活

動
的
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い

る
。
や
り
が
い
と
は
、
一
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
皆
で
知
恵
を
絞
り
、
挑
戦

す
る
と
き
に
生
ま
れ
る
。
確
か
に
地

方
は
ピ
ン
チ
だ
が
、
そ
の
中
で
志
高

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
人
が
確
実

に
生
ま
れ
て
い
る
と
石
井
は
い
う
。

田
舎
に
は
、
日
本
の
原
風
景
が
あ

る
。
筆
者
は
縁
あ
っ
て
群
馬
の
中
之

条
町
に
良
く
出
か
け
る
。
「
地
方
創

生
」
は
、
次
世
代
の
日
本
を
考
え
る

と
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ど
こ
で
も

良
い
と
思
う
。
自
分
の
こ
だ
わ
り
の

田
舎
を
皆
が
持
ち
、
そ
こ
で
お
金
を

使
う
こ
と
で
、
地
方
は
元
気
に
な
れ

る
。財

団
は
、
研
究
会
を
設
置
し
て
、

既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
地

方
創
生
」
の
研
究
に
取
り
組
む
。

豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
う
。
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ま
っ
た
社

員
と
地
域
の
仲
間
、
協
力
者
は
、
活

動
的
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い

る
。
や
り
が
い
と
は
、
一
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
皆
で
知
恵
を
絞
り
、
挑
戦

す
る
と
き
に
生
ま
れ
る
。
確
か
に
地

方
は
ピ
ン
チ
だ
が
、
そ
の
中
で
志
高

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
人
が
確
実

に
生
ま
れ
て
い
る
と
石
井
は
い
う
。

田
舎
に
は
、
日
本
の
原
風
景
が
あ

る
。
筆
者
は
縁
あ
っ
て
群
馬
の
中
之

条
町
に
良
く
出
か
け
る
。
「
地
方
創

生
」
は
、
次
世
代
の
日
本
を
考
え
る

と
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ど
こ
で
も

良
い
と
思
う
。
自
分
の
こ
だ
わ
り
の

田
舎
を
皆
が
持
ち
、
そ
こ
で
お
金
を

使
う
こ
と
で
、
地
方
は
元
気
に
な
れ

る
。財

団
は
、
研
究
会
を
設
置
し
て
、

既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
地

方
創
生
」
の
研
究
に
取
り
組
む
。

豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
う
。
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日
本
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と

い
う
社
会
現
象
が
起
き
て
い
る
。
そ

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の

が
地
方
で
あ
る
。
な
ぜ
日
本
は
、
首

都
お
よ
び
首
都
圏
に
集
中
し
て
し
ま

う
の
か
。

自
分
も
そ
の
中
に
い
る
が
、
自
然

に
恵
ま
れ
な
い
人
工
都
市
で
仕
事
し

て
、
本
当
に
効
率
的
な
の
か
と
い
う

疑
問
を
も
つ
。
暮
ら
し
て
幸
せ
に
な

る
、
住
み
た
く
な
る
魅
力
的
な
街
づ

く
り
が
、
地
方
で
出
来
な
い
か
と
思

う
。西

河
技
術
経
営
塾
の
修
了
生
の
中

に
、
地
方
創
生
に
取
組
ん
で
い
る
経

営
者
が
い
る
。

５
期
生
の
小
坂
建
設
社
長
の
小
坂

哲
平
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
生
産
性
の
低
下
が
、
地
方
都
市

の
景
気
低
迷
の
原
因
な
ら
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
か
、
生
産
年
齢
人
口

を
増
加
さ
せ
れ
ば
良
い
と
考
え
た
。

地
方
創
生
と
い
う
と
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
構
築
と
な
る
が
、
人
口
減
で
は

難
し
い
。
そ
の
地
方
都
市
で
既
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
企
業
の
生

産
性
を
高
め
る
。
足
り
な
い
部
分
を

補
い
、
付
加
価
値
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
す
る
。

引
退
後
の
シ
ニ
ア
が
で
き
る
仕
事

も
多
い
。
シ
ニ
ア
雇
用
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
近
く

の
ス
キ
ー
場
、
夏
と
冬
の
営
業
で
の

収
益
性
は
高
い
が
、
一
年
を
通
し
て

考
え
る
と
変
動
が
大
き
い
。
ス
キ
ー

場
周
辺
の
宿
泊
機
能
を
補
い
つ
つ
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い

う
施
設
を
整
備
し
、
付
加
価
値
を
高

め
、
そ
の
施
設
名
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

住
み
た
く
な
る
街
づ
く
り
に
は
、

生
産
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
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と
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規
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に
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。

「
南
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総
に
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を
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が
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の
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Ｉ
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の
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を
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取
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[ 西河技術経営塾（第６期生）]

日本を良くする経営者を育成する ・・・・・・ ２頁

社会経験の無い学生のための技術経営の知識 ・・・・・・・ ６頁

地方創生で日本を元気にする
一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

[「西河技術経営学」研究会]

2020年春に『西河技術経営学入門』を出版する

[ 日本開発工学会研究発表大会]

構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
小
坂
は
い

う
。６

期
生
の
ワ
ン
ズ
デ
ィ
ー
社
長
の

石
井
唯
行
は
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る

千
葉
県
館
山
市
周
辺
の
南
房
総
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
新
規
事
業

に
取
組
む
。

「
南
房
総
に
若
者
を
呼
び
戻
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
疎
化
が
進
む
南

房
総
地
域
に
新
た
な
雇
用
の
場
を
作

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の

移
住
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
作
り
、
地
方
の

所
得
向
上
を
実
現
す
る
。

地
方
で
人
を
作
り
、
そ
の
人
が
仕

事
を
作
り
、
街
を
作
る
と
い
う
流
れ

を
起
こ
し
て
い
く
。
使
わ
れ
て
い
な

い
土
地
や
建
物
な
ど
を
利
活
用
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
集
ま
っ
た
社

員
と
地
域
の
仲
間
、
協
力
者
は
、
活

動
的
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い

る
。
や
り
が
い
と
は
、
一
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
皆
で
知
恵
を
絞
り
、
挑
戦

す
る
と
き
に
生
ま
れ
る
。
確
か
に
地

方
は
ピ
ン
チ
だ
が
、
そ
の
中
で
志
高

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
人
が
確
実

に
生
ま
れ
て
い
る
と
石
井
は
い
う
。

田
舎
に
は
、
日
本
の
原
風
景
が
あ

る
。
筆
者
は
縁
あ
っ
て
群
馬
の
中
之

条
町
に
良
く
出
か
け
る
。
「
地
方
創

生
」
は
、
次
世
代
の
日
本
を
考
え
る

と
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ど
こ
で
も

良
い
と
思
う
。
自
分
の
こ
だ
わ
り
の

田
舎
を
皆
が
持
ち
、
そ
こ
で
お
金
を

使
う
こ
と
で
、
地
方
は
元
気
に
な
れ

る
。財

団
は
、
研
究
会
を
設
置
し
て
、

既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
地

方
創
生
」
の
研
究
に
取
り
組
む
。

豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
う
。

西河技術経営学を学ぶ
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西
河
技
術
経
営
学
を
学
ぶ

西
河
技
術
経
営
塾
６
期
生
５
名
の
修

了
式
を
、
６
月
19
日
東
京
駅
前
の
日
本

工
業
倶
楽
部
に
て
行
っ
た
。
塾
で
の
修

了
要
件
に
、
「
塾
で
何
を
学
ん
だ
か
」

の
課
題
で
研
究
報
告
書
を
書
き
、
経
営

者
と
し
て
、
修
了
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
の

確
認
を
し
て
い
る
。
塾
で
学
ん
だ
技
術

経
営
に
対
す
る
知
識
を
文
字
化
し
、
レ

ビ
ュ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、
塾
生
の
経

営
知
識
の
検
証
が
で
き
る
。
そ
の
過
程

で
、
32
回
の
学
び
が
、
知
識
と
し
て
体

系
化
さ
れ
、
飛
躍
的
に
理
解
が
進
む
。

６
期
生
の
会
社
と
研
究
報
告
書
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

■
土
田

雄
一
郎

マ
ル
ヨ
シ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
再
構
築

丸
嘉
工
業
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
は

自
動
車
部
品
を
製
造
年
商
35
億
円
で
あ

る
。
１
９
５
９
年
創
業
で
金
属
切
削
加

工
と
部
品
組
立
を
主
と
し
て
ベ
ア
リ
ン

グ
を
製
造
し
て
い
た
が
、
切
削
加
工
・

組
立
だ
け
で
は
な
く
、
要
素
技
術
を
取

り
入
れ
な
が
ら
製
品
群
の
幅
を
広
げ
売

上
も
増
や
し
て
き
た
。

塾
で
学
び
、
社
会
的
使
命
と
は
何
か

を
深
く
考
え
、
経
営
と
は
人
財
を
育
成

し
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
と
再
認
識
し
た
。

丸
嘉
の
技
術
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を

支
え
、
日
本
が
将
来
に
渡
っ
て
発
展
で

き
る
よ
う
に
貢
献
す
る
。
さ
す
が
と
言

わ
れ
る
魅
力
あ
る
企
業
を
目
指
す
。

「
技
術
」
を
売
る
サ
ー
ビ
ス
に
取
組
む

現
状
、
自
動
車
用
部
品
の
賃
加
工
を

主
と
し
た
受
け
身
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

で
あ
る
が
、
モ
ノ
づ
く
り
だ
け
が
技
術

で
は
な
い
。
日
本
国
内
で
賃
加
工
を
主

と
し
た
自
動
車
部
品
製
造
に
は
限
界
が

見
え
て
い
る
。
強
み
を
活
か
し
て
丸
嘉

か
ら
発
信
で
き
る
事
業
を
起
こ
し
「
技

術
」
を
売
る
サ
ー
ビ
ス
に
で
き
な
い
か

に
取
り
組
む
必
要
に
気
付
く
。

強
力
な
現
場
力
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、

一
般
的
な
営
業
は
行
わ
な
か
っ
た
。
仕

事
量
に
限
界
を
定
め
、
そ
れ
以
上
の
仕

事
を
と
ら
な
か
っ
た
。
営
業
力
を
高
め

て
仕
事
を
取
り
、
工
夫
し
、
発
想
を
転

換
し
、
現
場
を
管
理
し
、
施
工
で
き
る

力
量
を
持
つ
。
し
か
し
、
今
ま
で
は
、

自
社
で
施
工
し
な
い
と
品
質
が
下
が
る

と
か
、
顧
客
の
信
用
が
得
ら
れ
な
い
な

ど
と
考
え
て
い
た
。
塾
で
学
び
、
こ
の

発
想
を
転
換
で
き
た
。

西河技術経営塾 実践経営スクール

西河技術経営塾６期生、１列目左から、高木英一、小坂勇太、土田雄一郎、西河洋一塾長、石橋隆一、石井唯行。２列目
左から、講師の前田光幸、淺野昌宏、杉本晴重。３列目左から、講師の小平和一朗、廣田令子監事、吉池富士夫研究員。
今回の塾生は岐阜や沼田から新幹線を使って参加し、塾修了後は懇親会で議論し、夜はホテルに一泊して一番電車で朝
帰りをする。地方再生に取組む別な塾生は、時には、館山から高速バスを使って通ってきた。経営者の熱気と活力が塾の
学びを盛り上げた。地方創生に繋がる塾での学び。西河技術経営学を学び、経営を理解して、計画的に、未来を向いて目
標を明示し、効率的に日本の再生に取り組んでもらえるものと期待している。

６期生（2018.9.5～2019.5.29）西河技術経営塾

日本を良くする経営者を育成する 西
河
技
術
経
営
学
を
学
ぶ

■
小
坂

勇
太

民
間
工
事
へ
の
戦
略
転
換

小
坂
建
設
（
群
馬
県
沼
田
市
）
は
土

木
工
事
を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
、
創

業
か
ら
64
年
続
い
て
い
る
。

３
年
前
に
は
年
商
３
億
円
の
壁
を
超

え
、
２
年
前
年
に
は
５
億
円
の
壁
を
越

え
よ
う
と
し
た
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
前
期
は
５
期
生
で
兄
の
弊
社
小

坂
哲
平
社
長
が
本
塾
で
学
び
、
公
共
工

事
か
ら
民
間
工
事
へ
戦
略
を
転
換
、
新

規
顧
客
か
ら
２
億
円
の
受
注
に
成
功
、

年
商
５
億
円
の
壁
を
超
え
た
。

知
識
を
蓄
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
る

筆
者
勇
太
も
塾
に
入
り
、
経
営
が
分

か
る
と
売
上
目
標
10
億
円
を
兄
と
と
も

に
目
標
に
し
て
い
る
。
学
ん
だ
事
は
経

営
者
の
セ
ン
ス
ウ
ェ
ア
「
知
性
・
感

性
・
心
性
」
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
。
知 楽しく仕事ができる環境をつく

りたいと語る土田専務取締役。
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西河技術経営塾 実践経営スクール

て
き
た
。
社
員
へ
の
営
業
指
導
を
徹
底

し
、
創
業
６
年
目
に
売
上
を
２
億
円
の

半
ば
ま
で
伸
ば
せ
た
が
、
そ
の
後
の
業

績
は
横
ば
い
。
３
億
円
に
一
つ
の
壁
が

あ
る
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
壁
を
乗

り
越
え
ら
れ
ず
に
い
た
。
そ
の
原
因
が

何
か
、
ど
う
い
っ
た
順
番
で
ど
こ
か
ら

改
善
し
た
ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
ず
、

活
路
を
見
出
せ
ず
に
い
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
塾
に
入
塾
で
き

た
。
塾
で
は
、
経
営
に
つ
い
て
の
本
質

を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
業
績

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
原
因
が
徐
々
に
分

か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
壁
を
ど
う
乗
り

越
え
10
億
円
の
企
業
に
す
る
か
、
更
に

業
績
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
何
を
ど

の
よ
う
な
順
番
で
改
善
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
が
見
え
て
き
た
。

識
を
身
に
付
け
る
事
、
学
ぶ
事
が
欠
落

し
て
い
た
。
正
し
い
経
営
判
断
を
す
る

に
は
、
本
や
新
聞
か
ら
日
々
情
報
や
知

識
を
得
て
蓄
積
す
る
こ
と
。

経
営
判
断
は
誰
の
責
任
に
も
出
来
な

い
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
く
る
迷

い
や
悩
み
も
、
知
識
が
後
押
し
し
、
自

信
を
持
て
る
経
営
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
。

入
塾
前
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、
本
塾

で
経
営
学
を
学
べ
た
こ
と
で
、
大
き
な

自
信
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
で
２
㎜
以
下
の
微
細
ネ
ジ

の
締
め
付
け
を
自
動
化
す
る
生
産
ツ
ー

ル
で
あ
る
。
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
中
国

及
び
日
本
で
販
売
し
て
い
る
。

中
長
期
計
画
を
立
案
し
社
内
に
周
知

入
塾
前
、
社
長
が
提
示
す
る
経
営
目

標
に
対
し
て
、
何
を
す
る
の
か
曖
昧
な

ま
ま
社
員
が
日
々
の
業
務
で
忙
殺
さ
れ

て
い
た
。
見
様
見
真
似
で
分
析
を
行
っ

て
い
た
が
、
明
確
な
把
握
が
で
き
な

か
っ
た
。
塾
で
経
営
を
考
え
る
う
え
で

必
要
な
知
識
と
手
法
を
学
べ
た
こ
と
で
、

問
題
点
の
把
握
と
課
題
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
び
を
活
か
し
、
中
期
計
画
を
立
案

し
社
内
に
周
知
す
る
こ
と
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
製
品
企
画
と
新
市
場
へ
の
足

掛
か
り
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
実
現
で
き

た
。

『全社員の幸福の追求』と語
る小坂建設専務の小坂勇太

「数字が無い」に気付くワン
ズディーの石井唯行社長

や
塾
生
の
報
告
を
聞
く
う
ち
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
さ
れ
れ
た
。

変
革
の
波
に
の
り
変
革
を
作
り
出
す

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
労
働
力

の
確
保
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
弊
社

グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
外
国
人
研
修
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、
熟
練
の
作
業
員

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
色
々
な
場
所

で
業
務
を
１
人
1
人
に
教
え
て
作
業
を

円
滑
に
回
す
こ
と
は
時
間
だ
け
を
費
や

し
て
し
ま
い
難
し
い
。
そ
こ
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
な
が
ら
、
大
き

く
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
変
革
の
波

に
の
り
、
変
革
を
作
り
出
す
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ま
ず
は
自
分
自
身
の
成
長
が
重
要

会
社
の
課
題
勉
強
し
、
自
分
自
身
で

考
え
る
時
間
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
が

良
い
経
験
と
な
っ
た
。
「
自
分
自
身
の

成
長
な
く
し
て
、
会
社
の
成
長
な
し
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
塾
で

の
学
び
を
会
社
経
営
に
活
か
す
よ
う
業

務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

前
職
で
は
家
業
の
社
長
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
業
界
が
縮
小
し
て
い
く

状
況
で
守
り
の
経
営
に
閉
じ
こ
も
り
、

無
知
な
自
分
が
目
標
を
た
て
る
こ
と
な

く
、
何
と
な
く
会
社
を
運
営
し
て
い
た

こ
と
を
今
は
反
省
し
て
い
る
。

６期生（ 2018.9.5～2019.5.29 ）西河技術経営塾

■
石
井

唯
行

新
規
事
業
で
地
方
創
生
に
取
組
む

２
０
０
９
年
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
の
営
業
代
行
を
事
業
と
す
る
ワ
ン
ズ

デ
ィ
ー
を
創
業
し
た
。
東
京
と
千
葉
を

拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
で
の
事
業
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
会
社
の
営
業
代
行
と
通
信
工
事
。

千
葉
で
の
事
業
は
生
ま
れ
故
郷
の
館

山
市
周
辺
の
南
房
総
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
。
「
南

房
総
に
若
者
を
呼
び
戻
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
過
疎
化
が
進
む
南
房
総
地
域
の

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
し
、
若
者
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
掛
け
、
過
疎
化
が

進
む
南
房
総
地
域
の
課
題
解
決
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。

創
業
11
年
目
に
な
る
が
、
今
ま
で
経

営
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ん
だ
こ
と
は

な
く
、
営
業
マ
ン
の
延
長
で
経
営
を
し

■
高
木

英
一

微
細
ネ
ジ
締
め
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
は
年
商
８

億
円
。
テ
ー
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の
装
置

販
売
事
業
、
テ
ー
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や

外
観
検
査
な
ど
の
事
業
と
電
流
制
御
技

術
を
用
い
た
モ
ー
タ
ー
制
御
基
板
と
電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
の
開
発
・
販
売
の
３
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー

の
制
御
で
あ
る
サ
ー
ボ
制
御
を
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
に
適
用
し
た
当
社
独

自
技
術
を
応
用
し
た
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

■
石
橋

隆
一

守
り
の
経
営
で
終
始
し
た
こ
と
を
反
省

紙
の
商
社
を
退
社
し
、
家
業
で
や
っ

て
い
た
紙
業
界
の
業
界
紙
「
紙
業
新
聞

社
」
へ
入
社
。
平
成
23
年
に
社
長
に
就

任
。
ピ
ー
ク
時
は
５
千
部
を
印
刷
し
て

い
た
が
業
界
の
縮
小
に
伴
い
部
数
減
が

止
ま
ら
ず
、
平
成
29
年
に
廃
業
し
た
。

同
年
坪
野
谷
紙
業
へ
入
社
し
、
現
在
、

S
E
H
A

・J
A
P
A
N

へ
出
向
し
て
い
る
。

出
席
で
き
な
い
日
も
あ
っ
た
が
、
授

業
に
参
加
す
る
に
つ
れ
て
講
義
の
内
容 「更なる事業拡大を混ざす」

と語る高木栄一営業部長

「人財の育成と管理体制」が
重要と語る石橋隆一氏
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て
き
た
。
社
員
へ
の
営
業
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を
徹
底
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、
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２
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の
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伸
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が
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績
は
横
ば
い
。
３
億
円
に
一
つ
の
壁
が

あ
る
言
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が
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り
越
え
ら
れ
ず
に
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た
。
そ
の
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が
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か
、
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う
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た
順
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で
ど
こ
か
ら

改
善
し
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ら
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い
の
か
が
分
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ら
ず
、

活
路
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出
せ
ず
に
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た
。

そ
ん
な
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の
中
、
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入
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で
き
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。
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に
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て
の
本
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を
体
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的
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と
が
で
き
、
業
績

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
原
因
が
徐
々
に
分

か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
壁
を
ど
う
乗
り

越
え
10
億
円
の
企
業
に
す
る
か
、
更
に

業
績
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
何
を
ど

の
よ
う
な
順
番
で
改
善
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
が
見
え
て
き
た
。

識
を
身
に
付
け
る
事
、
学
ぶ
事
が
欠
落

し
て
い
た
。
正
し
い
経
営
判
断
を
す
る

に
は
、
本
や
新
聞
か
ら
日
々
情
報
や
知

識
を
得
て
蓄
積
す
る
こ
と
。

経
営
判
断
は
誰
の
責
任
に
も
出
来
な

い
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
く
る
迷

い
や
悩
み
も
、
知
識
が
後
押
し
し
、
自

信
を
持
て
る
経
営
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
。

入
塾
前
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、
本
塾

で
経
営
学
を
学
べ
た
こ
と
で
、
大
き
な

自
信
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
で
２
㎜
以
下
の
微
細
ネ
ジ

の
締
め
付
け
を
自
動
化
す
る
生
産
ツ
ー

ル
で
あ
る
。
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
中
国

及
び
日
本
で
販
売
し
て
い
る
。

中
長
期
計
画
を
立
案
し
社
内
に
周
知

入
塾
前
、
社
長
が
提
示
す
る
経
営
目

標
に
対
し
て
、
何
を
す
る
の
か
曖
昧
な

ま
ま
社
員
が
日
々
の
業
務
で
忙
殺
さ
れ

て
い
た
。
見
様
見
真
似
で
分
析
を
行
っ

て
い
た
が
、
明
確
な
把
握
が
で
き
な

か
っ
た
。
塾
で
経
営
を
考
え
る
う
え
で

必
要
な
知
識
と
手
法
を
学
べ
た
こ
と
で
、

問
題
点
の
把
握
と
課
題
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
び
を
活
か
し
、
中
期
計
画
を
立
案

し
社
内
に
周
知
す
る
こ
と
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
製
品
企
画
と
新
市
場
へ
の
足

掛
か
り
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
実
現
で
き

た
。

『全社員の幸福の追求』と語
る小坂建設専務の小坂勇太

「数字が無い」に気付くワン
ズディーの石井唯行社長

や
塾
生
の
報
告
を
聞
く
う
ち
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
さ
れ
れ
た
。

変
革
の
波
に
の
り
変
革
を
作
り
出
す

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
労
働
力

の
確
保
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
弊
社

グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
外
国
人
研
修
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、
熟
練
の
作
業
員

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
色
々
な
場
所

で
業
務
を
１
人
1
人
に
教
え
て
作
業
を

円
滑
に
回
す
こ
と
は
時
間
だ
け
を
費
や

し
て
し
ま
い
難
し
い
。
そ
こ
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
な
が
ら
、
大
き

く
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
変
革
の
波

に
の
り
、
変
革
を
作
り
出
す
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ま
ず
は
自
分
自
身
の
成
長
が
重
要

会
社
の
課
題
勉
強
し
、
自
分
自
身
で

考
え
る
時
間
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
が

良
い
経
験
と
な
っ
た
。
「
自
分
自
身
の

成
長
な
く
し
て
、
会
社
の
成
長
な
し
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
塾
で

の
学
び
を
会
社
経
営
に
活
か
す
よ
う
業

務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

前
職
で
は
家
業
の
社
長
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
業
界
が
縮
小
し
て
い
く

状
況
で
守
り
の
経
営
に
閉
じ
こ
も
り
、

無
知
な
自
分
が
目
標
を
た
て
る
こ
と
な

く
、
何
と
な
く
会
社
を
運
営
し
て
い
た

こ
と
を
今
は
反
省
し
て
い
る
。

６期生（ 2018.9.5～2019.5.29 ）西河技術経営塾
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井
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行

新
規
事
業
で
地
方
創
生
に
取
組
む

２
０
０
９
年
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
の
営
業
代
行
を
事
業
と
す
る
ワ
ン
ズ

デ
ィ
ー
を
創
業
し
た
。
東
京
と
千
葉
を

拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
で
の
事
業
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
会
社
の
営
業
代
行
と
通
信
工
事
。

千
葉
で
の
事
業
は
生
ま
れ
故
郷
の
館

山
市
周
辺
の
南
房
総
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
。
「
南

房
総
に
若
者
を
呼
び
戻
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
過
疎
化
が
進
む
南
房
総
地
域
の

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
し
、
若
者
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
掛
け
、
過
疎
化
が

進
む
南
房
総
地
域
の
課
題
解
決
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。

創
業
11
年
目
に
な
る
が
、
今
ま
で
経

営
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ん
だ
こ
と
は

な
く
、
営
業
マ
ン
の
延
長
で
経
営
を
し

■
高
木

英
一

微
細
ネ
ジ
締
め
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
は
年
商
８

億
円
。
テ
ー
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の
装
置

販
売
事
業
、
テ
ー
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や

外
観
検
査
な
ど
の
事
業
と
電
流
制
御
技

術
を
用
い
た
モ
ー
タ
ー
制
御
基
板
と
電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
の
開
発
・
販
売
の
３
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー

の
制
御
で
あ
る
サ
ー
ボ
制
御
を
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
に
適
用
し
た
当
社
独

自
技
術
を
応
用
し
た
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

■
石
橋

隆
一

守
り
の
経
営
で
終
始
し
た
こ
と
を
反
省

紙
の
商
社
を
退
社
し
、
家
業
で
や
っ

て
い
た
紙
業
界
の
業
界
紙
「
紙
業
新
聞

社
」
へ
入
社
。
平
成
23
年
に
社
長
に
就

任
。
ピ
ー
ク
時
は
５
千
部
を
印
刷
し
て

い
た
が
業
界
の
縮
小
に
伴
い
部
数
減
が

止
ま
ら
ず
、
平
成
29
年
に
廃
業
し
た
。

同
年
坪
野
谷
紙
業
へ
入
社
し
、
現
在
、
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A
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へ
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向
し
て
い
る
。

出
席
で
き
な
い
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も
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っ
た
が
、
授

業
に
参
加
す
る
に
つ
れ
て
講
義
の
内
容 「更なる事業拡大を混ざす」
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て
き
た
。
社
員
へ
の
営
業
指
導
を
徹
底

し
、
創
業
６
年
目
に
売
上
を
２
億
円
の

半
ば
ま
で
伸
ば
せ
た
が
、
そ
の
後
の
業

績
は
横
ば
い
。
３
億
円
に
一
つ
の
壁
が

あ
る
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
壁
を
乗

り
越
え
ら
れ
ず
に
い
た
。
そ
の
原
因
が

何
か
、
ど
う
い
っ
た
順
番
で
ど
こ
か
ら

改
善
し
た
ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
ず
、

活
路
を
見
出
せ
ず
に
い
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
塾
に
入
塾
で
き

た
。
塾
で
は
、
経
営
に
つ
い
て
の
本
質

を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
業
績

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
原
因
が
徐
々
に
分

か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
壁
を
ど
う
乗
り

越
え
10
億
円
の
企
業
に
す
る
か
、
更
に

業
績
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
何
を
ど

の
よ
う
な
順
番
で
改
善
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
が
見
え
て
き
た
。

識
を
身
に
付
け
る
事
、
学
ぶ
事
が
欠
落

し
て
い
た
。
正
し
い
経
営
判
断
を
す
る

に
は
、
本
や
新
聞
か
ら
日
々
情
報
や
知

識
を
得
て
蓄
積
す
る
こ
と
。

経
営
判
断
は
誰
の
責
任
に
も
出
来
な

い
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
く
る
迷

い
や
悩
み
も
、
知
識
が
後
押
し
し
、
自

信
を
持
て
る
経
営
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
。

入
塾
前
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、
本
塾

で
経
営
学
を
学
べ
た
こ
と
で
、
大
き
な

自
信
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
で
２
㎜
以
下
の
微
細
ネ
ジ

の
締
め
付
け
を
自
動
化
す
る
生
産
ツ
ー

ル
で
あ
る
。
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
中
国

及
び
日
本
で
販
売
し
て
い
る
。

中
長
期
計
画
を
立
案
し
社
内
に
周
知

入
塾
前
、
社
長
が
提
示
す
る
経
営
目

標
に
対
し
て
、
何
を
す
る
の
か
曖
昧
な

ま
ま
社
員
が
日
々
の
業
務
で
忙
殺
さ
れ

て
い
た
。
見
様
見
真
似
で
分
析
を
行
っ

て
い
た
が
、
明
確
な
把
握
が
で
き
な

か
っ
た
。
塾
で
経
営
を
考
え
る
う
え
で

必
要
な
知
識
と
手
法
を
学
べ
た
こ
と
で
、

問
題
点
の
把
握
と
課
題
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
び
を
活
か
し
、
中
期
計
画
を
立
案

し
社
内
に
周
知
す
る
こ
と
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
製
品
企
画
と
新
市
場
へ
の
足

掛
か
り
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
実
現
で
き

た
。

『全社員の幸福の追求』と語
る小坂建設専務の小坂勇太

「数字が無い」に気付くワン
ズディーの石井唯行社長

や
塾
生
の
報
告
を
聞
く
う
ち
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
さ
れ
れ
た
。

変
革
の
波
に
の
り
変
革
を
作
り
出
す

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
労
働
力

の
確
保
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
弊
社

グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
外
国
人
研
修
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
が
、
熟
練
の
作
業
員

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
色
々
な
場
所

で
業
務
を
１
人
1
人
に
教
え
て
作
業
を

円
滑
に
回
す
こ
と
は
時
間
だ
け
を
費
や

し
て
し
ま
い
難
し
い
。
そ
こ
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
な
が
ら
、
大
き

く
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
変
革
の
波

に
の
り
、
変
革
を
作
り
出
す
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ま
ず
は
自
分
自
身
の
成
長
が
重
要

会
社
の
課
題
勉
強
し
、
自
分
自
身
で

考
え
る
時
間
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
が

良
い
経
験
と
な
っ
た
。
「
自
分
自
身
の

成
長
な
く
し
て
、
会
社
の
成
長
な
し
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
塾
で

の
学
び
を
会
社
経
営
に
活
か
す
よ
う
業

務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

前
職
で
は
家
業
の
社
長
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
業
界
が
縮
小
し
て
い
く

状
況
で
守
り
の
経
営
に
閉
じ
こ
も
り
、

無
知
な
自
分
が
目
標
を
た
て
る
こ
と
な

く
、
何
と
な
く
会
社
を
運
営
し
て
い
た

こ
と
を
今
は
反
省
し
て
い
る
。

６期生（ 2018.9.5～2019.5.29 ）西河技術経営塾

■
石
井

唯
行

新
規
事
業
で
地
方
創
生
に
取
組
む

２
０
０
９
年
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
の
営
業
代
行
を
事
業
と
す
る
ワ
ン
ズ

デ
ィ
ー
を
創
業
し
た
。
東
京
と
千
葉
を

拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
で
の
事
業
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
会
社
の
営
業
代
行
と
通
信
工
事
。

千
葉
で
の
事
業
は
生
ま
れ
故
郷
の
館

山
市
周
辺
の
南
房
総
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
。
「
南

房
総
に
若
者
を
呼
び
戻
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
過
疎
化
が
進
む
南
房
総
地
域
の

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
し
、
若
者
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
掛
け
、
過
疎
化
が

進
む
南
房
総
地
域
の
課
題
解
決
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。

創
業
11
年
目
に
な
る
が
、
今
ま
で
経

営
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ん
だ
こ
と
は

な
く
、
営
業
マ
ン
の
延
長
で
経
営
を
し

■
高
木

英
一

微
細
ネ
ジ
締
め
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
は
年
商
８

億
円
。
テ
ー
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の
装
置

販
売
事
業
、
テ
ー
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や

外
観
検
査
な
ど
の
事
業
と
電
流
制
御
技

術
を
用
い
た
モ
ー
タ
ー
制
御
基
板
と
電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
の
開
発
・
販
売
の
３
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー

の
制
御
で
あ
る
サ
ー
ボ
制
御
を
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
に
適
用
し
た
当
社
独

自
技
術
を
応
用
し
た
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

■
石
橋

隆
一

守
り
の
経
営
で
終
始
し
た
こ
と
を
反
省

紙
の
商
社
を
退
社
し
、
家
業
で
や
っ

て
い
た
紙
業
界
の
業
界
紙
「
紙
業
新
聞

社
」
へ
入
社
。
平
成
23
年
に
社
長
に
就

任
。
ピ
ー
ク
時
は
５
千
部
を
印
刷
し
て

い
た
が
業
界
の
縮
小
に
伴
い
部
数
減
が

止
ま
ら
ず
、
平
成
29
年
に
廃
業
し
た
。

同
年
坪
野
谷
紙
業
へ
入
社
し
、
現
在
、

S
E
H
A

・J
A
P
A
N

へ
出
向
し
て
い
る
。

出
席
で
き
な
い
日
も
あ
っ
た
が
、
授

業
に
参
加
す
る
に
つ
れ
て
講
義
の
内
容 「更なる事業拡大を混ざす」

と語る高木栄一営業部長

「人財の育成と管理体制」が
重要と語る石橋隆一氏
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需
要
表
現
過
程
に
お
け
る
要
求
定
義

の
提
案

塾
講
師

山
中
隆
敏

児
玉
文
雄
氏
は
潜
在
需
要
を
製
品
概

念
と
し
て
統
合
化
し
、
こ
の
概
念
を
個

々
の
要
素
技
術
の
開
発
項
目
へ
分
解
す

る
こ
と
を
需
要
表
現
と
定
義
し
た
。

山
中
隆
敏
は
博
士
論
文
で
取
り
組
ん

だ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
お
け
る
『
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
要
求
抽
出
作
業
を

誘
導
す
る
方
法
の
研
究
』
の
成
果
を
、

潜
在
需
要
を
技
術
翻
訳
し
て
要
求
仕
様

と
し
て
形
式
知
化
す
る
研
究
。

報
告
で
は
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
市
場
と
戸
建

分
譲
住
宅
市
場
を
取
り
上
げ
、
潜
在
ニ

ー
ズ
の
形
式
知
化
手
順
を
報
告
し
た
。

技
術
翻
訳
を
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
要

求
仕
様
と
し
て
形
式
知
化
す
る
定
義
手

法
の
提
案
で
あ
る
。
抽
出
さ
れ
た
要
求

を
分
析
、
仕
様
化
、
妥
当
性
確
認
の
手

法
で
、
形
式
知
化
で
き
た
。

日本開発工学会の研究発表大会（第2回）は、芝浦工業大学芝浦キャンパス内教室で開催された。

写真は、研究発表大会で発表をする西河技術経営塾講師の山中隆敏研究員。ウェルビーイング経営（主
査；佐藤一弘）、デジタルトランスフォーメーション（主査：山中隆敏）、ビジネスイノベーション（主査：矢本成
恒）、地方創生（主査：中村孝太郎）の4セッションで構成され、セッション当たり6名の発表があった。

令
和
元
年
６
月
30
日
（
日
）
開
催
の
一
般
社
団
法
人
日
本

開
発
工
学
会
（
会
長
大
江
修
造
）
の
第
２
回
研
究
発
表
大
会

に
当
財
団
の
研
究
者
が
、
財
団
活
動
で
取
り
組
む
研
究
課
題

の
成
果
を
発
表
し
た
。

は
で
き
な
い
。

良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
方
法
で
あ

る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
学
び
、
わ
か

り
や
す
く
秘
書
学
を
説
明
で
き
る
こ
と

に
気
付
い
た
。
人
々
は
幸
せ
な
人
生
を

送
る
た
め
に
生
き
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
は
、
そ
の
方
法
を
教
え
て
く

れ
る
学
問
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
考
え
を
絡
ま

せ
な
が
ら
、
家
庭
、
学
内
、
ア
ル
バ
イ

ト
現
場
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
感
じ
の
よ
い
言
葉
遣
い
・
話

し
方
・
表
情
は
、
周
囲
に
幸
せ
な
空
気

を
も
た
ら
す
。
幸
せ
な
職
場
に
す
る
。

日本開発工学会研究発表大会（2019.6.30）
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財団活動での研究成果を学会で発表

ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
秘
書
教
育

塾
研
究
科
・
前
期

辻
恭
子

大
学
で
「
秘
書
学
」
を
教
え
て
い
る
。

日
ご
ろ
関
わ
っ
て
い
る
大
学
生
た
ち
は

従
来
常
識
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
躾
や
マ

ナ
ー
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
。
人
と
人

と
の
良
好
な
関
係
を
気
付
く
上
で
必
要

な
、
会
話
の
入
り
口
で
あ
る
挨
拶
や
立

ち
振
る
舞
い
の
基
本
行
動
が
で
き
な
い

の
だ
。
こ
れ
で
は
、
秘
書
学
を
学
ん
で

も
、
秘
書
と
し
て
実
務
を
こ
な
す
こ
と

ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
住
宅
開
発

研
究
員

吉
池
富
士
夫

筆
者
の
一
人
で
あ
る
西
河
洋
一
は
、

パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
と
言
わ
れ
る
飯
田
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
社
長
と

し
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
住
宅
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
経
営
に

あ
た
っ
て
の
目
線
は
顧
客
に
あ
り
「
顧

客
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
」

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

持
ち
家
は
日
本
人
の
夢
で
あ
る
。
技

術
力
と
経
営
力
が
絡
み
合
っ
て
、
安
価

な
住
宅
の
提
供
が
で
き
て
い
る
。
顧
客

が
求
め
る
住
宅
は
、
贅
沢
な
家
で
は
な

い
が
、
高
価
な
家
に
負
け
な
い
品
質
と

耐
震
強
度
に
優
れ
た
安
心
と
安
全
を
体

感
で
き
る
「
幸
福
な
る
生
活
空
間
」
ま

さ
にW

e
l
l
-
b
e
in
g

住
宅
で
あ
る
。

技
術
経
営
学
研
究
の
形
式
知
化

に
取
組
み
、
人
財
を
育
成
す
る

ソフトウェア開発手法をマーケ
ティングに応用、山中氏

ウエルビーイングを語り、秘書
学を分かり易く説明、辻氏

日本開発工学会の研究発表大会

で財団の研究者が発表した
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計
保
証
の
提
供
で
、
お
客
さ
ま
が
喜
ぶ

会
社
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
３
つ
の

サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
す
る
。
一

発
試
作
金
型
の
提
供
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ

ッ
ト
受
注
と
ネ
ッ
ト
販
売
、
人
材
の
育

成
と
技
術
の
伝
承
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

人
材
を
育
て
る
こ
と
に
非
常
に
時
間

が
か
か
る
。
人
材
の
流
出
を
し
な
い
よ

う
な
し
く
み
も
必
要
に
な
る
。

住
み
た
く
な
る
地
方
都
市
づ
く
り

研
究
員

小
坂
哲
平

地
方
創
生
が
国
の
政
策
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
５
年
が
経
過
し
て
い
る
。

戦
後
最
長
の
好
景
気
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う
追
い
風
が
吹
い

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
都
市

に
住
む
国
民
の
多
く
は
好
景
気
を
実

感
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
経

済
成
長
率
が
非
常
に
低
い
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
客
観
的
事
実
の
中
に
地
方

創
生
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
。

住
み
た
く
な
る
地
方
都
市
づ
く
り

に
は
生
産
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。
昨
今

東
京
へ
の
人
口
流
入
が
ま
す
ま
す
増

加
し
て
い
る
。
生
産
性
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
な
い
こ
と
が
、
各
地
方
都
市

の
苦
戦
の
原
因
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
生
と
企
業
価
値

の
再
構
築

６
期
生

土
田

雄
一
郎

売
上
百
億
円
を
目
指
す
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
を
含
め
た
事
業
化
に
取
り
組
む
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
既
存
の
技
術
で

創
出
で
き
る
「
金
型
」
を
挙
げ
た
。

冷
間
鍛
造
金
型
業
界
全
体
は
設
計
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
設
計
者
が
減
少
し

て
い
る
。
特
に
30
～
40
歳
代
の
設
計
者

は
非
常
に
少
な
い
。
そ
こ
で
、
今
ま
で

培
っ
た
鍛
造
技
術
で
業
界
初
の
金
型
設

日本の高年齢層の技術は素
晴らしいと話す小坂勇太氏

日本開発工学会研究発表大会（2019.6.30）
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（記）〇は発表者

土
木
業
界
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用

６
期
生

小
坂
勇
太

土
木
業
界
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
は
ド
ロ
ー

ン
を
使
用
し
た
３
次
元
測
量
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
な
ど
が
あ
る
。
大
手
企
業
は
対
応

で
き
る
が
、
中
小
企
業
で
対
応
で
き
て

い
る
会
社
は
少
な
い
。
そ
の
背
景
に
は

初
期
投
資
や
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。

熟
練
作
業
員
と
外
国
人
労
働
者
を
、

Ｉ
Ｔ
活
用
で
監
視
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
現
状
あ
る
ソ
フ
ト
や
シ

ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
、
現
場
に
音

音
声
と
カ
メ
ラ
を
繋
ぎ
、
本
社
設
置
の

モ
ニ
タ
ー
で
監
視
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

公
共
工
事
で
は
当
た
り
前
の
入
札
シ

ス
テ
ム
を
、
民
間
の
業
者
間
で
使
え
る

よ
う
に
す
る
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

信
頼
の
お
け
る
会
社
の
会
員
登
録
制
で

そ
の
会
社
が
獲
得
し
た
工
事
情
報
を
パ

ソ
コ
ン
上
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

興
味
の
あ
る
会
社
か
ら
見
積
り
を
取
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

南
房
総
エ
リ
ア
で
地
方
創
生
に
取
組
む

６
期
生

石
井
唯
行

地
方
創
生
に
は
様
々
な
「
や
り
が
い

あ
る
仕
事
」
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
や
り
が
い
と
は
何
か
。
辞
書
で
調

べ
る
と
「
物
事
を
す
る
に
当
た
っ
て
の

心
の
張
り
合
い
」
と
あ
る
。
や
り
が
い

あ
る
仕
事
と
は
事
業
を
通
し
て
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、
地
域
の
方
か
ら
喜
ば

れ
、
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
で
あ
る
。

生産性の高いビジネスモデル
が必要と小坂哲平社長

農
業
に
お
い
て
農
機
具
が
経
費
に
占

め
る
割
合
が
高
い
。
農
業
の
衰
退
を
少

し
で
も
防
ぐ
た
め
に
中
古
農
機
具
の
販

売
を
開
始
し
た
。
中
古
農
機
具
の
市
場

を
作
る
こ
と
で
農
家
の
経
費
削
減
に
繋

が
り
、
新
規
で
農
業
を
始
め
る
方
も
初

期
投
資
を
抑
え
ら
れ
る
。

企
業
に
対
し
て
、
最
適
な
求
人
方
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
採
用
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
南
房
総
地
域
の
企
業

の
求
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
の
移
住
者
増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

〇山中隆敏、 需要表現過程における要求定義の提案
西河洋一 －ソフトウェア開発手法のマーケットへの応用技法－

小平和一朗

〇辻 恭 子 ウェルビーイングと秘書教育

〇吉池富士夫、 Well-being住宅開発戦略
西河洋一、 －パワービルダーの生態学－
小平和一朗

〇小坂哲平、 住みたくなる地方都市づくり
西河洋一、 －地方創生の取り組み－
小平和一朗

〇土田雄一郎 サービスビジネスの創造と企業価値の再構築
－マルヨシイノベーション100－

〇小坂勇太 土木業界におけるIT活用
－人手不足解消への取り組み－

〇石井唯行 南房総エリアで地方創生に取り組む
－やりがいある新たな「仕事」づくり－

生産性をあげ高利益体質に変
化すると語る土田常務

地方に明治維新のような旋
風を巻き起こすと語る石井氏

表１ 日本開発工学会での財団関係者の報告

（発表者） （研究課題）
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未
来
を
向
い
て
経
営
す
る

財
団
の
西
河
技
術
経
営
塾
が
取
り
組

む
「
西
河
技
術
経
営
学
」
と
は
何
か
。

経
営
は
未
来
学
、
未
来
に
向
か
っ
て

経
営
計
画
を
立
て
て
社
員
と
共
に
事
業

に
取
り
組
む
。
取
り
組
め
ば
、
計
画
は

実
現
す
る
。
経
営
ト
ッ
プ
は
、
経
営
の

目
的
で
あ
る
企
業
理
念
を
も
ち
、
理
念

を
実
現
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
明
ら
か
に
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た
め

に
３
年
と
か
５
年
と
か
の
中
期
的
、
長

期
的
な
時
間
軸
を
意
識
し
た
経
営
計
画

を
作
成
す
る
。
計
画
を
取
り
組
む
に
あ

た
り
、
取
り
組
む
べ
き
戦
略
を
社
員
と

共
有
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

戦
術
、
戦
力
に
よ
っ
て
裏
付
け

経
営
戦
略
は
、
強
み
の
源
泉
の
エ
ン

ジ
リ
ア
リ
ン
グ
を
意
識
し
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
に
裏
付
け
さ
れ
た
具
体
的
な

戦
術
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
術
は

企
業
力
で
あ
る
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
金
」

と
い
う
実
現
性
の
あ
る
現
実
の
戦
力
で

支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
学
で
は
よ
く
戦
略
重
視
と
い
わ

れ
る
が
、
戦
略
だ
け
が
一
人
歩
き
し
て

も
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
が
組
織
構
成
員
の
身
に
つ
い
て
い

て
、
そ
の
技
術
が
組
織
に
根
を
張
っ
て

い
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
経
営
計
画
に
お
金
を
絡
ま

せ
て
確
認
を
す
る
。
お
金
の
管
理
は
、

企
業
の
健
康
管
理
で
あ
る
と
し
、
会
計

数
値
で
企
業
の
健
康
状
態
を
把
握
で
き

る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。

経
営
を
支
え
て
い
る
技
術
の
存
在

経
営
を
常
に
支
え
て
い
る
技
術
の
存

在
を
学
ぶ
こ
と
で
、
未
来
を
見
据
え
た

戦
略
的
経
営
に
取
り
組
め
る
。
技
術
経

営
と
は
、
会
社
の
未
来
を
切
り
開
く
、

未
来
学
で
コ
ト
づ
く
り
で
も
モ
ノ
づ
く

り
で
も
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
経
営

を
経
営
を
支
え
て
い
る
。

企
業
理
念
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
中

長
期
計
画
、
市
場
創
出
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
と
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て
機

能
し
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

経
営
を
支
え
る
具
現
力
で
あ
り
、
切
り

離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

西
河
洋
一
理
事
長
・
塾
長
は
「
税
金

を
払
え
る
会
社
に
す
る
」
「
経
営
者
は

納
税
を
目
的
に
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
経
営
者
を
指
導
し
て
き
た
。

経
営
に
お
け
る
「
税
金
を
払
う
」
と

の
意
味
合
い
は
、
健
全
な
企
業
経
営
上

で
の
重
要
な
経
営
目
標
で
あ
る
。
次
期

の
経
営
で
の
投
資
資
金
を
内
部
留
保
す

る
に
は
、
利
益
を
出
し
て
税
金
を
払
わ

な
い
と
で
き
な
い
。
税
金
を
払
え
る
状

態
の
経
営
を
し
な
く
て
は
、
自
己
資
金

で
、
自
ら
の
企
業
を
大
き
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
経
営
戦
略
論
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
理
論
の
中
か
ら
、
平
易

で
実
践
的
に
使
え
る
経
営
経
験
に
基
づ

く
最
小
限
の
知
見
を
整
理
し
て
い
る
。

経
営
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
す
る
に

は
、
各
分
野
を
関
連
付
け
て
、
そ
れ
ぞ

社会経験の無い学生のための技術経営の知識

「
経
営
」
に

技
術
が
付
い
た
「
技
術
経
営
」
は
、

モ
ノ
づ
く
り

や
コ
ト
づ
く
り
に
取
組
む
経
営
そ
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
モ
ノ
づ
く

り
や
コ
ト
づ
く
り
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
技
術
が
あ

っ
て
具
現
化
し
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
を
支
え
て
い

る
の
は
、

具
現
力
で
あ
る
技
術
で
あ
る
。
本
書
で
技
術
経
営
を
学
ぶ

こ
と
で
企
業
活
動
を
支
え
、
企
業
の
強
み
や
差
別
化
の
源
泉
に
技
術

が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
い
。

「技術経営学」は、経営者が学ぶべき基礎知識である。しかし「経営学」があっても「技
術経営学」は見当たらない。技術経営に「学」をつけた「技術経営学」にこだわりたい。
社会経験がない大学の学部の学生が「技術経営学」と題する本書を読むことで、経営にお
ける技術の役割が理解できれば、技術経営の学問化ができたといえる。社会経験をしなく
ても、学べる情報が書物として書き込まれていることで、時代を超えることができる知識
となり、文化となる。

『西河技術経営学入門』は、伝えるべき知見の集積化であり、体系化である。

－ 「西河技術経営学」研究会、2020年春に『西河技術経営学入門』を出版する －

エンジニアリング
（技術）

第１部
経営目標・目的（企業観）

第４部
中長期計画

第２部
ビジネスモデル

第3部
市場創出

第1章 技術経営とは何か

第2章 企業文化とアイデンティティ

第3章 ビジネスモデルづくりを学ぶ

第4章 商品開発の取り組み

第5章 モノづくりを学ぶ
第6章 西河技術経営学のルーツを学ぶ

第7章 サービスをビジネスにする

第8章 ICTを活用したビジネスモデル
第9章 海外取引の基礎知識を学ぶ

第10章 エンジニアリング・ブランドづくり

第11章 経営は未来学、

中長期計画を立案する

第12章 プロジェクトマネジメント
を学ぶ

第13章 イノベーションを企画する

技術経営

第14章 マネジメント
とリーダーシップの違い

西河技術経営学入門

西河技術経営学の５つの特徴

（１）実践的な技術経営を学ぶ
（２）エンジニアリング・ブランド

の構築
（３）変革をつくるマーケティング
（４）お金は経営の血液であるを学ぶ
（５）誠実な技術経営人財の育成法

図１ 西河技術経営学の5つの特徴

「西河技術経営学」研究会
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業
経
営
上

で
の
重
要
な
経
営
目
標
で
あ
る
。
次
期

の
経
営
で
の
投
資
資
金
を
内
部
留
保
す

る
に
は
、
利
益
を
出
し
て
税
金
を
払
わ

な
い
と
で
き
な
い
。
税
金
を
払
え
る
状

態
の
経
営
を
し
な
く
て
は
、
自
己
資
金

で
、
自
ら
の
企
業
を
大
き
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
経
営
戦
略
論
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
理
論
の
中
か
ら
、
平
易

で
実
践
的
に
使
え
る
経
営
経
験
に
基
づ

く
最
小
限
の
知
見
を
整
理
し
て
い
る
。

経
営
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
す
る
に

は
、
各
分
野
を
関
連
付
け
て
、
そ
れ
ぞ

社会経験の無い学生のための技術経営の知識

「
経
営
」
に

技
術
が
付
い
た
「
技
術
経
営
」
は
、

モ
ノ
づ
く
り

や
コ
ト
づ
く
り
に
取
組
む
経
営
そ
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
モ
ノ
づ
く

り
や
コ
ト
づ
く
り
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
技
術
が
あ

っ
て
具
現
化
し
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
を
支
え
て
い

る
の
は
、

具
現
力
で
あ
る
技
術
で
あ
る
。
本
書
で
技
術
経
営
を
学
ぶ

こ
と
で
企
業
活
動
を
支
え
、
企
業
の
強
み
や
差
別
化
の
源
泉
に
技
術

が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
い
。

「技術経営学」は、経営者が学ぶべき基礎知識である。しかし「経営学」があっても「技
術経営学」は見当たらない。技術経営に「学」をつけた「技術経営学」にこだわりたい。
社会経験がない大学の学部の学生が「技術経営学」と題する本書を読むことで、経営にお
ける技術の役割が理解できれば、技術経営の学問化ができたといえる。社会経験をしなく
ても、学べる情報が書物として書き込まれていることで、時代を超えることができる知識
となり、文化となる。

『西河技術経営学入門』は、伝えるべき知見の集積化であり、体系化である。

－ 「西河技術経営学」研究会、2020年春に『西河技術経営学入門』を出版する －

エンジニアリング
（技術）

第１部
経営目標・目的（企業観）

第４部
中長期計画

第２部
ビジネスモデル

第3部
市場創出

第1章 技術経営とは何か

第2章 企業文化とアイデンティティ

第3章 ビジネスモデルづくりを学ぶ

第4章 商品開発の取り組み

第5章 モノづくりを学ぶ
第6章 西河技術経営学のルーツを学ぶ

第7章 サービスをビジネスにする

第8章 ICTを活用したビジネスモデル
第9章 海外取引の基礎知識を学ぶ

第10章 エンジニアリング・ブランドづくり

第11章 経営は未来学、

中長期計画を立案する

第12章 プロジェクトマネジメント
を学ぶ

第13章 イノベーションを企画する

技術経営

第14章 マネジメント
とリーダーシップの違い

西河技術経営学入門

西河技術経営学の５つの特徴

（１）実践的な技術経営を学ぶ
（２）エンジニアリング・ブランド

の構築
（３）変革をつくるマーケティング
（４）お金は経営の血液であるを学ぶ
（５）誠実な技術経営人財の育成法

図１ 西河技術経営学の5つの特徴

「西河技術経営学」研究会



研究会活動

れ
の
知
見
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
説
明
し

て
い
る
。
連
携
の
基
本
要
素
に
具
現
力

で
あ
る
「
技
術
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

）
」
が
あ
り
、
企
業
の
健
康
管
理
を
す

る
た
め
の
「
金
（
カ
ネ
）
」
が
あ
る
。

想
定
し
て
い
る
本
書
の
読
者

大
学
の
学
部
の
学
生
の
教
材
ま
た
経

営
学
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
経
営
者
や

こ
れ
か
ら
起
業
を
考
え
て
い
る
経
営
者

の
「
技
術
経
営
学
」
の
入
門
書
と
し
て

（注１） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：技術経営』に後日掲載 以下は参考文献
１）総務省『平成30年版情報通信白書』http://www.soumu.go.jp/
２）日立ソリューションズ・クリエイト、https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/column/mobile/5g-merit.html
３）富士通株、https://blog.global.fujitsu.com/jp/2019-05-08/01/

今
日
本
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と

い
う
社
会
現
象
が
既
に
起
き
て
い
て
、

そ
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の

が
、
地
方
で
あ
る
。
首
都
の
東
京
お
よ

び
東
京
圏
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
が

現
状
の
東
京
の
み
へ
の
集
中
が
、
本
当

に
効
率
的
で
あ
る
の
か
。
東
京
圏
の
生

活
空
間
が
最
適
な
の
か
と
の
疑
問
が
、

出
始
め
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
西
河
技
術
経
営
塾
の
修

了
生
の
中
に
地
方
創
生
に
取
組
ん
で
い

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
モ
バ
イ
ル
通
信

で
繋
ぐ
こ
と
で
、
暮
ら
し
と
社
会
に

変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
第
５
世
代
通
信
シ
ス
テ
ム

「
５
Ｇ
」
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
る
。
５
Ｇ
は
、
「
高
速
大
容
量
」

「
高
信
頼
超
低
遅
延
」
「
超
大
量
接

続
」
が
特
徴
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
実
現
に

不
可
欠
な
技
術
で
あ
る
。
５
Ｇ
の
主

要
性
能
、
想
定
さ
れ
る
利
用
シ
ー
ン

か
ら
、
５
Ｇ
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
効

果
と
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

５
Ｇ
の
主
要
性
能

５
Ｇ
の
主
要
性
能
は
３
つ
あ
る
。

１
つ
目
は
、
超
高
精
細
な
映
像
や
拡

張
現
実
な
ど
に
向
け
た
高
速
大
容
量

で
あ
る
。
最
大
伝
送
速
度
を
従
来
比

百
倍
に
当
る
10
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の
性
能
。

２
つ
目
は
、
利
用
者
が
遅
延
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
、
安
定
的
な
リ
ア

ル
タ
イ
ム
通
信
を
可
能
と
す
る
高
信

頼
超
低
遅
延
で
あ
る
。
無
線
区
間
の

伝
送
遅
延
を
従
来
比
10
分
の
1
相
当

の
1
ミ
リ
秒
以
内
の
性
能
。

３
つ
目
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
身
の
回

り
の
あ
ら
ゆ
る
機
器
が
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
る
超
大
量
接
続
で
あ
る
。
同

時
接
続
を
従
来
比
10
倍
の
１
ｋ
㎡
当

た
り
百
万
デ
バ
イ
ス
の
性
能
で
あ
る
。

５
Ｇ
で
想
定
さ
れ
る
利
用
シ
ー
ン

医
療
分
野
で
は
、
問
診
、
聴
診
、

触
診
し
な
が
ら
状
態
を
判
断
し
診
察

を
す
る
。
手
術
す
る
際
に
は
、
手
探

り
で
患
部
を
見
つ
け
た
り
、
メ
ス
を

入
れ
た
時
の
微
妙
な
感
触
を
頼
り
に

慎
重
に
処
置
を
す
る
。
５
Ｇ
の
特
徴

を
活
か
せ
ば
、
患
部
の
感
触
を
遠
隔

地
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
仮
想
現
実
や
医
療
ロ

ボ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
、
あ
た
か

も
目
の
前
に
い
る
か
の
よ
う
な
診
察

や
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
分
野
で
は
、
信
頼

性
が
高
い
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
車
載
の
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
か
ら
収
集
し
た
高

精
細
な
映
像
・
地
図
、
渋
滞
状
況
、

天
候
な
ど
を
分
析
判
断
す
る
。
５
Ｇ

の
高
速
な
モ
バ
イ
ル
通
信
に
よ
り
実

際
に
車
を
運
転
し
て
い
る
の
と
変
わ

ら
な
い
感
覚
で
自
動
運
転
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の

解
消
や
交
通
事
故
対
策
に
繋
が
る
。

５
Ｇ
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
効
果

５
Ｇ
は
、
身
の
回
り
の
あ
わ
ゆ
る

モ
ノ
を
高
性
能
な
モ
バ
イ
ル
通
信
技

術
で
繋
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
医
療
、
自

動
車
な
ど
利
用
シ
ー
ン
を
創
出
し
広

げ
る
こ
と
で
、
社
会
や
暮
ら
し
が
変

わ
り
、
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
や

社
会
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
。

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
問
題
の
影
響

次
世
代
を
担
う
５
Ｇ
の
開
発
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を
排

除
し
て
、
実
用
化
で
き
る
の
か
の
疑

問
が
残
る
。
そ
の
事
で
世
界
は
分
断

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
技
術
開
発

の
分
野
を
政
治
で
分
断
し
て
良
い
も

の
か
。
素
晴
ら
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
は
、
世
界
中
の
人
が
同
じ
よ
う
に

利
用
で
き
る
世
界
で
あ
る
べ
き
だ
。

技
術
経
営
も
難
し
く
な
っ
た
。

研究員（工学博士） 山中 隆敏利用シーンを広げることが重要

５
Ｇ
で
変
わ
る
社
会
と
暮
ら
し

技術経営５

(注１)
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の
活
用
も
考
え
て
平
易
で
か
つ
解
説
調

で
執
筆
。
次
の
読
者
を
想
定
。

①
大
学
の
経
営
学
科
で
技
術
経
営
を
学

ぶ
学
部
学
生
の
た
め
の
教
科
書

②
中
堅
中
小
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の

経
営
学
の
入
門
書

③
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
起
業
を
目
指
す

起
業
家
の
学
習
書

④
大
学
で
工
学
を
学
ん
だ
技
術
者
の
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
入
門
書

「
地
方
創
生
研
究
会
」
の
設
置

経
営
の
基
本
に
戻
っ
て
根
幹
原
因
を
探
る

る
経
営
者
が
い
る
。
ま
た
財
団
が
法
人

会
員
に
な
っ
て
い
る
日
本
開
発
工
学
会

の
会
員
の
中
に
も
、
研
究
に
取
組
む
必

要
性
を
提
起
す
る
研
究
者
も
多
い
。
と

り
あ
え
ず
、
財
団
内
に
研
究
会
を
設
置

し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

「地方創生研究会」

図３ 「地方創生研究会」のメンバー

図２ 館山城天守閣から見た市街地

「地方創生研究会」参加予定者
（１）西河洋一（理事長）
（２）小平和一朗（専務理事）
（３）淺野昌弘（理事）
（４）吉池富士夫（研究員）
（５）平田貞代（芝浦工業大学 准教授）
（６）山中隆敏（研究員）
（７）小坂哲平（小坂建設㈱代表取締役）
（８）石井唯行（㈱ワンズデｨー代表取締役）

（注）吉池氏が、座長に就任の予定。
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（注２）

「
科
学
不
信
」
の
台
頭

宇
宙
開
発
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
月
に
人
類
を
送
り
出
し

て
か
ら
早
半
世
紀
。
加
速
す
る
宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
民
間
人
を
乗
せ
て

月
を
周
回
す
る
計
画
が
着
々
と
進
行

し
て
い
る
。
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
の

火
星
移
住
計
画
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
や
人
類
は
別
の
惑
星
に
生
活

拠
点
を
作
ろ
う
と
す
ら
し
て
い
る
。

原
子
力
や
宇
宙
開
発
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
開
発
な
ど
、
第
二
次
大
戦
中
に
開

発
さ
れ
た
基
盤
技
術
は
、
の
ち
に
民

生
部
門
に
移
転
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
産

業
の
強
み
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
の
民
間
企
業
は
す
で
に
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
を
凌
ぐ
技
術
力
を
持
つ
と
も

い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
科
学
大
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
で
、
科
学
不
信
が
蔓
延
し
て
い

る

（
注
３
）
。
例
え
ば
、
気
候
変

動
の
た
め
に
地
球
の
平
均
気
温
が
上

昇
し
、
猛
暑
の
日
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
日
々
わ
れ
わ
れ
も
肌
で
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
影
響
、
地

球
温
暖
化
対
策
な
ど
科
学
的
な
成
果

に
基
づ
く
専
門
知
識
を
軽
ん
じ
て
い

る
。
地
球
温
暖
化
懐
疑
論
は
、
規
制

を
嫌
う
企
業
や
保
守
的
な
シ
ン
ク
タ

ン
ク
か
ら
も
強
い
支
持
が
あ
る
。

科
学
は
万
能
か
？

確
か
に
温
暖
化
の
も
た
ら
す
悪
影

響
の
程
度
や
そ
も
そ
も
地
球
温
暖
化

が
人
為
的
な
も
の
か
を
科
学
的
に
証

明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
将

来
の
気
温
上
昇
の
予
測
も
必
ず
し
も

確
実
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
と
は

い
え
、
そ
の
危
険
性
を
無
視
す
る
こ

と
は
、
対
策
を
先
送
り
に
す
る
だ
け

だ
。
科
学
と
政
府
と
の
関
係
で
い
え

ば
、
科
学
的
知
見
の
提
供
者
の
独
立

性
は
担
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

し
て
や
政
府
の
好
む
特
定
の
政
策
的

立
場
に
偏
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

そ
も
そ
も
科
学
が
万
能
で
は
な
い

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
科
学
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
は
で

き
る
が
科
学
だ
け
で
は
答
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
領
域
を
ト
ラ
ン
ス

・
サ
イ
エ
ン
ス
と
呼
ぶ

(

注
４)

。

科
学
的
判
断
を
超
え
、
政
治
的
・
経

済
的
・
社
会
的
な
観
点
を
取
り
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
科
学
情
報
の
伝
え
方
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
も
と
も
と
科
学
者
は

科
学
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る

が
、
そ
の
伝
達
方
法
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
科
学

者
は
「
象
牙
の
塔
」
に
こ
も
っ
て
は

い
ら
れ
な
い
。

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

こ
れ
ま
で
の
科
学
者
の
姿
勢
に
一

般
の
人
々
は
、
ま
す
ま
す
科
学
不
信

を
強
め
て
き
た
。
科
学
研
究
と
一
般

社
会
と
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ

る
。
受
け
手
の
感
情
に
気
を
配
り
、

共
感
を
得
な
が
ら
情
報
を
伝
え
る
科

学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
が

重
要
だ
と
い
う
。
事
実
や
デ
ー
タ
の

客
観
性
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
社
会
に
広
く
発
信
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
は
科
学
研

究
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
研
究
領
域

に
共
通
し
た
課
題
で
あ
ろ
う
。
と
り

わ
け
、
二
極
化
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
政
治
経
済
的
な
課
題
の
解
決
に

は
こ
う
し
た
丁
寧
な
対
話
の
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

90
年
代
に
入
っ
て
30
年
。
そ

の
間
、
日
本
は
低
成
長
。
今
や

世
界
の
国
々
の
後
塵
を
拝
し
て

い
る
。
原
因
は
沢
山
考
え
ら
れ

る
が
３
つ
を
紹
介
し
た
い
。

一
つ
は
、
効
率
が
悪
い
と
研

究
開
発
費
を
削
減
し
、
利
益
出
し
に
は

し
る
。
こ
こ
に
来
て
、
守
り
の
経
営
の

つ
け
が
出
て
き
た
。
い
ま
や
家
電
を
含

め
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
日
本

発
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
い
。

つ
ぎ
に
国
内
の
製
造
業
を
守
る
と
制

度
化
し
た
「
非
正
規
労
働
者
」
。
結
婚

が
で
き
な
い
ほ
ど
の
低
賃
金
労
働
者
の

階
層
を
つ
く
る
。
労
働
人
口
と
消
費
額

の
試
算
に
狂
い
が
出
た
。

三
つ
目
は
「
働
き
方
改
革
」
と
称
し
、

残
業
を
禁
止
し
「
副
業
」
を
認
め
る
と

い
う
。
年
収
は
減
少
す
る
が
、
労
働
時

間
は
減
ら
な
い
変
な
制
度
改
革
だ
。

一
人
当
た
り
の
年
収
を
増
や
さ
な
い

い
と
日
本
は
良
く
な
ら
な
い
。
も
っ
と

現
実
を
見
つ
め
知
恵
を
出
し
て
生
産
性

を
向
上
さ
せ
た
い
。
効
率
的
に
仕
事
を

す
る
。
学
会
に
参
加
し
て
研
究
成
果
を

発
表
す
る
。
特
許
を
出
す
。
海
外
へ
留

学
す
る
。
次
の
世
代
の
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
経
営
人
財
を
財
団
か
ら
輩
出
し
た

い
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

西
河
塾
七
期
生
の
募
集

西
河
技
術
経
営
塾
の
七

期
生
を
募
集
中
で
あ
る
。

本
年
９
月
11
日
に
開
塾
。

募
集
定
員
は
７
名
で
５
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
書
類

審
査
の
後
、
面
接
試
験
を

経
て
入
塾
が
決
ま
る
。

敬
愛
大
学
で
の
寄
付
講
座

財
団
は
、
４
月
か
ら
敬
愛
大
学
（
三

幣
利
夫
学
長
）
の
経
済
学
部
経
営
学
科

で
、
「
経
営
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
西

河
技
術
経
営
学
入
門
」
と
題
す
る
寄
付

講
座
（
第
２
期
）
に
取
組
ん
で
い
る
。

７
月
末
に
15
回
の
講
座
が
終
わ
る
。

パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
の
技
術
経
営

財
団
内
に
「
パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
の
技

術
経
営
」
と
題
す
る
研
究
会
を
設
置
し

木
造
軸
組
工
法
に
関
す
る
知
見
の
整
理

に
取
組
み
始
め
た
。

【
お
詫
び
】

Ｓ
24
、
Ｓ
26
で
、
誤
記
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｓ
24
：
６
頁
リ
ー
ド
）
敬
愛
大
学

（
三
瓶
利
夫
学
長
）→

敬
愛
大
学
（
三

幣
利
夫
学
長
）
。

（
Ｓ
26
：
６
頁
リ
ー
ド
）
敬
愛
大
学

（
三
瓶
利
夫
学
長
）→

敬
愛
大
学
（
三

幣
利
夫
学
長
）
。

（注２）明治大学政治経済学部 専任講師・博士（経済学）
（注３）三井誠『ルポ 人は科学が苦手－アメリカ「科学不信」の現場から』光文社新書、2019年
（注４）佐藤靖『科学技術の現代史－システム、リスク、イノベーション』中公新書、2019年


